　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
神奈川県県土整備部
指定管理者選定審査委員会

審査報告書
平成21年７月
１　審査報告書作成の経緯
　　葉山港の指定管理者の選定にあたり、神奈川県県土整備部指定管理者選定審査委員会（以下「委員会」という。）は、応募団体から提出された申請書の書面審査、プレゼンテーション及びヒアリングによる審査を行った。
このたび、委員会による審査が終了したので、ここに審査結果を報告する。
２　委員会委員（◎は委員長、○は副委員長）

	委員名
	職業等
	委員区分

	◎近藤健雄
	日本大学理工学部教授
	学識経験者

	○中井　清
	社団法人日本マリーナ・ビーチ協会常務理事
	港湾管理運営

	　釣谷　康
	社団法人日本舟艇工業会専務理事
	港湾管理運営

	　並木直美
	株式会社並木設計代表取締役
	利用者サービス

	　菊地泰昭
	菊地会計事務所公認会計士・税理士
	経営審査


　　
３　選定の経過　

平成21年３月３日　　　　　　委員会開催（審査基準等を協議）

平成21年４月１日　　　　　　募集要項配布

平成21年４月１日～５月19日　質問の受付

平成21年４月30日　　　　　　現地説明会　　　　参加団体　１０団体

平成21年６月１日　　　　　　募集受付終了　　　応募団対　　５団体

平成21年６月10日　　　　　　委員会開催（申請書類・内容について確認し、協議）

平成21年６月10日　　　　　　現地視察（葉山港を視察し、施設・業務内容を確認）

平成21年６月25日　　　　　　委員会開催（申請内容について比較検討し、協議）
平成21年７月15日　　　　　　委員会開催（プレゼンテーション、ヒアリング等を実施）
平成21年７月24日　　　　　　委員会開催（審査報告書の内容等を協議）
４　審査基準
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ヨット利用者等安全管理業務を適切

に実施できるか
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当該港湾の運営を安定確実に行える

経営規模を有しているか

指定期間内に安定的に事業を継続で

きる財務体質を有しているか

財務諸表に対する適正なチェック及

び開示体制を有しているか
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組は適切か

確実に指定管理業務を実施できる人

員体制となっているか

15

提案内容の具体性及び実現可能性

提案事業

の実施

(利用促

進のため

の取組)

指定管理業務について、

相当の知識及び経験を有

する者を従事させること

ができること（７号）

幅広い県民の利用を促進するための

提案事業の適確性

指定管理業務を適切に実施できる組
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団体等の
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が展開できるか

利用者ニーズの把握及び業務反映を

継続して行うことができるか

提案事項


５　審査の実施方法
　(1) 委員会の運営
附属機関等においては、会議は原則公開とされているものの、当委員会における審議内容が「附属機関等の設置及び会議公開等運営に関する要綱第７条第１号」の非公開事由に該当するため非公開とすることとした。ただし、プレゼンテーションについては、会議公開の原則を踏まえ、公開とすることとした。
　(2) 審査の実施状況

　　　委員会は、審査基準に基づき、各申請者から提出された申請書類を書面審査の上、申請者からのプレゼンテーション（15分）を受けるとともに、ヒアリング（15分）を実施し、指定管理者として最も適当と判断される団体を選定した。

　

６　審査結果（優秀提案者名）
　　審査委員会において厳正な審査を行った結果、次の団体を優秀提案者と決定した。
　　施設名：葉山港

　　団体名：株式会社リビエラリゾート
７　審査得点

　　施設名：葉山港
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管理運営方針(全体評価)

10 8 8 10 8 8

利用承認業務

12 12 7 12 12 7

ヨット等安全管理業務

8 8 5 8 8 8

維持管理業務、災害時対応業務

5 5 5 5 5 5

提案事項(提案事業の実施､広報･利用促

進等の取組)

15 9 9 15 12 12

適切な積算(事業計画等との関係)

10 10 10 10 10 10

節減努力(提案額)

20 0 12 10 9 20

団体等の執行体制(組織体制､人員体制､

自己評価･モニタリング対応)

10 6 6 10 10 6

団体等の経営基盤(財務状況)

10 10 6 10 10 10

計

100 68 68 90 84 86

配点

団体名（受付順）

審 査 項 目


８　審査講評
　　施設名：葉山港
	団体名

(受付順)
	講　　　　　　評

	葉山町

	　葉山港の施設の機能や役割について理解し、これまでの葉山港の管理実績を踏まえ、組織体制等が整備されており、業務が遂行できる提案となっている。

　ただし、経費節減に関する工夫や、施設の利用促進に向けた新たな取組みについて、より積極的かつ具体的な検討が望まれる。

	葉山町漁業協同組合

	　葉山港の施設の機能や役割について理解し、経費節減も図られ、組織体制等が整備されており、業務が遂行できる提案となっている。
　ただし、業務遂行の確実性や施設の利用促進に向けた新たな取組みについて、多くの県民に開かれた公のマリーナとしての運営に関して、より具体的な検討が望まれる。

	株式会社リビエラリゾート

	葉山港の施設の機能や役割について十分理解し、経費節減も図られ、自社のマリーナ運営の実績を踏まえ、社員の活用など組織体制やサービス体制が十分に整備されており、確実に業務が遂行できる提案となっている。

また、港湾施設の利用促進や有効活用について、青少年の育成、社会福祉活動など、より多くの県民に開かれた公のマリーナとして最も積極的かつ具体的な提案がされており、評価できる。

総合的に判断して、最も優秀な提案者とした。

	株式会社葉山マリーナー

	葉山港の施設の機能や役割について理解し、経費節減も図られ、自社のマリーナ運営の実績を踏まえ、社員の活用など組織体制やサービス体制が十分に整備されており、確実に業務が遂行できる提案となっている。

また、レンタル事業やマリンショップなど積極的かつ具体的な利用促進の提案がされており、評価できる。

ただし、提案は利用者へのサービス向上の視点からのものが多く、多くの県民に開かれた公のマリーナとしての運営に関して、より具体的な検討が望まれる。

	株式会社ノースセール・ジャパン

	　葉山港の施設の機能や役割について理解し、最も経費節減が図られ、組織体制等が整備されており、業務が遂行できる提案となっている。

また、世代・レベルに応じたレース・講習会等のマリン文化の活性化策など、開かれた公のマリーナとして積極的な利用促進の提案がされており、評価できる。

ただし、利用促進の提案については、その着実な実施に向けて、より具体的な検討が望まれる。
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